
　

高
齢
化
が
進
む
日
本
。
65
歳
以
上

の
高
齢
者
数
が
総
人
口
の
21
％
を
超

え
る
、
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
て
い

ま
す
。
本
市
も
例
外
で
は
な
く
、
市

の
総
人
口
３
万
２
９
２
７
人
の
う
ち
、

約
29
％
に
あ
た
る
９
４
２
３
人
が
65

歳
以
上
の
高
齢
者
で
す（
平
成
30
年

６
月
末
時
点
）。

　

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
と
な
る

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、

月
に
約
２
０
０
件
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
約
４
割
は
、

認
知
症
の
相
談
を
含
む
も
の
で
す
。

　

２
０
１
５
年
１
月
に
厚
生
労
働
省

が
公
表
し
た「
認
知
症
施
策
推
進
総

合
戦
略（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）」
で

は
、
65
歳
以
上
の
４
人
に
１
人
が
認

知
症
、
ま
た
は
認
知
症
予
備
軍
で
あ

る
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
周
り
に
は
そ
ん
な
に
大
勢

い
な
い
と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
以
前「
痴ち

ほ
う呆
症
」と
言

わ
れ
た
こ
の
病
気
は
、
人
に
よ
っ
て

は
周
囲
に
打
ち
明
け
る
こ
と
を
た
め

ら
う
と
い
っ
た
、
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
根
強
く
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
周
囲
に
隠
し

た
り
、
誰
か
を
頼
ら
ず
自
分
た
ち
で

解
決
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
介
護
者

が
多
い
よ
う
で
す
。

　

認
知
症
と
は
ど
の
よ
う
な
病
気
な

の
で
し
ょ
う
か
。
市
の
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
医
を
務
め
て
い

る
、
市
立
御
前
崎
総
合
病
院
の
鮫
島

庸
一
医
師
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

発
症
の
原
因
は
不
明�

�

改
善
可
能
な
症
状
も
あ
る

　

認
知
症
は「
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で

脳
の
細
胞
が
死
ん
だ
り
、
働
き
が
悪

く
な
っ
た
り
し
た
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま

な
障
害
が
起
こ
り
、
生
活
す
る
う
え

で
支
障
が
出
て
い
る
状
態
」
の
こ
と

を
指
し
ま
す
。
原
因
の
大
半
は
い
ま

だ
に
不
明
で
、
脳
の
萎
縮
に
よ
っ
て

起
こ
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
が
６
割

を
占
め
ま
す
。

　

認
知
症
を
発
症
す
る
と
、
認
知
機

能
の
低
下
や
記
憶
障
害
と
い
っ
た
症

状（
※
１
）が
表
れ
、
社
会
的
な
生
活

を
送
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。
記
憶
障
害
や
理
解
・
判
断

力
の
障
害
と
い
っ
た
症
状
は
治
ら

な
い
も
の
で
す
が
、
幻
覚
・
妄も

う
そ
う想
、

徘は
い
か
い徊
、
興
奮
・
暴
力
な
ど
の
症
状
は
、

適
切
に
対
応
す
れ
ば
改
善
し
ま
す
。

認
知
症
の
予
防�

�

生
活
習
慣
の
改
善
が
カ
ギ

　

認
知
症
に
は
、
危
険
因
子（
※
２
）

が
存
在
し
ま
す
。
加
齢
や
家
族
歴
、

喫
煙
、
糖
尿
病
、
運
動
不
足
な
ど
で

す
。
そ
の
中
で
、
加
齢
や
家
族
歴
以

外
の
生
活
習
慣
に
よ
る
危
険
因
子

は
、
自
身
の
取
り
組
み
で
改
善
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
予
防

ベンチに座り、楽しそうに談笑する３人の姿は、
年齢を重ねていても生き生きと映ります。

認知症を

正しく知
る

いつまでも住み慣れた地域で、自分らしく生き生きと暮らす。
誰もが抱く共通の願い。それは「認知症」の人も同じです。
このまちに住む人が、この願いをかなえられる地域を築けたなら、
年齢を重ねても誰もが笑顔で幸せに暮らせるはず。
みんなで考えてみませんか。誰もが笑って暮らせる地域にするために―。
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